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　会談では、志位氏が、参院選での候補者一本化
の協議をするうえで、「市民連合」と各党が行った合
意をふまえ、政策問題の協議も進めていくことを提起
し、各党・会派で確認されました。
　志位氏は会談後の記者会見で、「安倍政権打倒
をめざし、３２の１人区すべてで一本化を図る。そし

て、その具体化のための協議を早急に開始すると
いう内容が入ったことは大変に重要な前進だ」と強
調。「わが党としては本気の共闘をめざして力を尽く
す」と表明しました。
　会談には、日本共産党の小池晃書記局長、各党
の幹事長などが同席しました。
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　日本共産党の志位和夫委員長、立憲民主党
の枝野幸男代表、国民民主党の玉木雄一郎代
表、社会保障を立て直す国民会議の野田佳彦
代表、自由党の小沢一郎代表、社民党の又市
征治党首は、通常国会開会の1月２８日、党首
会談を国会内で行いました（左写真）。
　野党５党・１会派は、安倍政権打倒をめざし、
「毎月勤労統計」問題の全容解明や内政・外交
課題の徹底審議など国会での協力・連携を強め

るとともに、夏の参院選では全国３２の１人区のすべてで候補者を一本化するために、各党
の書記局長・幹事長間で早急に具体化の協議を進めることで合意しました。
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